
令和５年度市町村提案事業採択状況

No 市町村名 事業名 事業主体
対象事業費

（円）
補助金額

（円）

目的

蔵王町では、蔵王火山を核とした地質遺産や自然遺産を保護・保全・活用していくことで持続可能な地域づくりの実現を目
指す「蔵王ジオパーク構想」を推進しており、令和５年度のジオパーク認定を目指している。本事業により、町内外に対す
る自然環境保護意識の向上や環境教育の整備及び機会創出、地域資源の価値や歴史の理解に伴う郷土愛の醸成、地
域の担い手の確保等を目的とする。

内容

○部会の運用、広域連携等、組織運営体制の強化を行う。
〇ジオパークの推進に向け、ジオサイト等に関する要件をまとめたジオサイトカルテの制作を行うとともに、蔵王ジオパー
ク構想を推進する上で柱となる「メインテーマ」の策定や「ジオストーリー」の構築を行う。
〇常設展の拡充や刊行物発行による普及啓発や、出前講座、教育旅行受入等の教育活動、解説看板等設置や備品購
入による環境整備等を実施する。

目的

「白石川堤一目千本桜」が令和５年に植樹１００周年を迎えるに当たって、大河原町及び柴田町が連携し、町民や関係団
体、町内の学校、事業者が参画する記念事業を実施することで、「白石川堤一目千本桜」を次世代へ継承し、郷土愛を醸
成させることを目的とする。また、１年を通じて桜を軸にした誘客イベントを実施することで、課題となっている通年観光に
取り組む足掛かりとする。

内容

【柴田町との連携事業】
○イベント事業として、夏季の記念事業、フォトパネル展、アートイベントを実施する。
〇周知・広報事業として、ポスター制作、JR車内広告等を実施する。
〇にぎわい創出事業として、スタンプラリー、フォトロゲイニング、キッチンカーマルシェ等を開催する。

目的

「白石川堤一目千本桜」が令和５年に植樹１００周年を迎えるに当たって、大河原町及び柴田町が連携し、町民や関係団
体、町内の学校、事業者が参画する記念事業を実施することで、「白石川堤一目千本桜」を次世代へ継承し、郷土愛を醸
成させることを目的とする。また、１年を通じて桜を軸にした誘客イベントを実施することで、課題となっている通年観光に
取り組む足掛かりとする。

内容

【大河原町町との連携事業】
○イベント事業として、夏季の記念事業、フォトパネル展、アートイベントを実施する。
〇周知・広報事業として、ポスター制作、JR車内広告等を実施する。
〇にぎわい創出事業として、スタンプラリー、フォトロゲイニング、キッチンカーマルシェ等を開催する。

3,997,000

5,000,000 2,498,000

本事業は令和４年度に大河原町の市町村提案事業により実施し
た「白石川堤一目千本桜」のPR告知事業の成果等を踏まえ、植
樹から１００周年となる令和５年度において、柴田町と連携しなが
ら、２町を周遊するイベントや、周遊観光を促す仕掛けづくりを一
層強化する事業である。

･１町での取組に留まらず、隣接する柴田町と連携した事業展開
を計画し、２町が一体となって白石川堤一目千本桜を全国へPR
する点について、先進性・モデル性が認められる。
・また、新型コロナの感染拡大による観光・地域経済への影響は
深刻なものとなっており、通年での観光客の誘客促進が課題と
なっていることから、事業の必要性・緊急性が認められる。

以上により、本事業は市町村提案事業の趣旨に合致した事業で
あるといえる。

○3 柴田町
白石川堤一目千本
桜河川空間活用・
二町周遊促進事業

2 大河原町
白石川堤一目千本
桜河川空間活用・
二町周遊促進事業

事業の概要 事業評価

6,158,000 ○

本事業はこれまで市町村振興総合補助金及びみやぎ環境交付
金を活用して実施した事業を展開させ、「蔵王ジオパーク構想」の
さらなる推進を目指す事業である。

・自然環境保護意識の向上に留まらず、資源を活用した地域の
担い手確保や防災・減災活動の普及発展等も見据えた取組を一
体となって実施する点について、事業の有効性・効率性が認めら
れる。
・また、蔵王町では、令和５年度でのジオパーク認定を目指してお
り、本事業による体制整備や気運の醸成に向けた取組がより一
層必要となることから、事業の必要性・緊急性が認められる。

以上により、本事業は市町村提案事業の趣旨に合致した事業で
あるといえる。

大河原町 8,000,000

柴田町

本事業は令和４年度に大河原町の市町村提案事業により実施し
た「白石川堤一目千本桜」のPR告知事業の成果等を踏まえ、植
樹から１００周年となる令和５年度において、大河原町と連携しな
がら、２町を周遊するイベントや、周遊観光を促す仕掛けづくりを
一層強化する事業である。

・１町での取組に留まらず、隣接する大河原町と連携した事業展
開を計画し、２町が一体となって白石川堤一目千本桜を全国へ
PRする点について、先進性・モデル性が認められる。
・また、新型コロナの感染拡大による観光・地域経済への影響は
深刻なものとなっており、通年での観光客の誘客促進が課題と
なっていることから、事業の必要性・緊急性が認められる。

以上により、本事業は市町村提案事業の趣旨に合致した事業で
あるといえる。

○

1 蔵王町
地質資源等の保全
と活用による地域振
興事業

蔵王町 12,430,000



令和５年度市町村提案事業採択状況

No 市町村名 事業名 事業主体
対象事業費

（円）
補助金額

（円）
事業の概要 事業評価

目的

名取市高舘地区に存在する紀州熊野三山を勧請した名取熊野三社が令和５年で勧請９００年を迎えるに当たり、記念祭
としてイベントを開催することで、地域文化財の価値の再認識や、市民の地域文化への関心・理解を深めることを目的とす
る。

内容
〇名取市文化会館において基調講演及びパネルディスカッションを実施する。また、ミニイベントとして、民間団体による
「名取ノ老女」をテーマとしたミュージカルを実施する。

目的

ドローンを活用した関連企業の誘致、地域づくり事業を実施している大郷町において、町の基幹産業である農業分野から
ドローンを普及させ、後継者対策やＤＸ化を推進するとともに、ドローンの操縦を仕事とする町民を増やし、町内におけるド
ローン活用をより一層推進していくことを目的とする。

内容
○「ドローンによる「農薬散布実施支援補助金」を創設する。
〇「無人航空機技能証明書取得支援補助金」を創設する。

目的
市内全体を大学のキャンパスに見立てた「かく大學」構想において、学びのコミュニティを形成し、大学のような講義やワー
クショップを通じてまちづくりで活躍する人材を発掘し、地域課題の解決や地域社会の活性化を図ることを目的とする。

内容

【令和４年度～令和６年度の継続事業】
令和５年度の事業内容は以下のとおり。
○講座やワークショップ、説明会や発表会等、人材と地域等のマッチングに向けた事業展開を行う。
○マッチングに向けた広告展開を行う。
○ネットワーク形成のためのコーディネーターの養成を行う。
〇市民企画の事業推進を行う。

目的

利府町の浜田・須賀地区復興創生プランに基づき、地域住民の意見やアイデアを取り入れた「モノづくり」「コトづくり」「情
報発信のしかけづくり」「暮らしづくり」「人・組織づくり」を柱として、行政と地域住民の協働で様々な取り組みを実施するこ
とによって、地域住民の前向きな姿勢やシビックプライドを醸成し、持続的な地域の活性化に繋げることを目的とする。

内容

【令和３年度～令和５年度の継続事業】
令和５年度分の事業内容は下記のとおり。
○復興事業で整備された防潮堤や地区内のカフェ周辺を幻想的な灯で包み込む「キャンドルナイト」を実施する。
○景観や海産物、飲食、マリンスポーツ、漁業体験等、当該地区の魅力を撮った写真を募集する「フォトコンテスト」を実施
する。
○地区に訪れた人々が快適に移動できるよう「電動レンタサイクル」を導入する。

40,135,752 20,000,000
　

かく大學構想推進
事業（２年目）

角田市 2,002,752 1,000,000

7,000,000 3,498,000

2,249,000 〇

本事業は名取熊野三社が令和５年で勧請９００年を迎えるに当
たって記念祭を催し、地域文化財の価値の再認識、市民の地域
文化への関心、理解を深めることを目的とした事業である。

･市民に親しみやすい文化芸術を市民等による実行委員会自ら
が主体となって創作・発表することでシビックプライドの醸成を目
指す点については先進性・モデル性が認められる。
･また、地域に根差した団体や熊野の縁で繋がった姉妹都市から
協力者を誘致し、講演会・パネルディスカッションを実施する点に
ついて、独自性・創意工夫が認められる。

以上により、本事業は市町村提案事業の趣旨に合致した事業で
あるといえる。

〇
今回変更申請があった内容については、令和５年度予算編成に
よる事業費の変更のみであり、事業内容について変更がないた
め、承認するものとする。

○

本事業はドローンを活用して関連企業の誘致や地域づくり事業の
推進を目指している大郷町において、新たに補助金を創設し、農
業分野でのドローンの普及や、操縦者の増加による産業の後継
者対策やDX化を目指す事業である。

･令和４年１２月の航空法改正により創設された無人航空機技能
証明の取得支援とドローンによる農薬散布支援を一体としてを実
施する本事業には先進性・モデル性が認められる。
･また、ドローンへの理解や普及促進を図るため、「プログラミング
教育」や「ドローン体験会」等を本事業と平行して実施している点
について、独自性・創意工夫が認められる。

以上により、本事業は市町村提案事業の趣旨に合致した事業で
あるといえる。

4,503,0004 名取市
熊野三社勧請900
年記念事業

名取市

7 利府町
利府町浜田・須賀
地区「新たな魅力創
出」事業（３年目）

利府町 1,200,000

5 大郷町
ドローン活用推進事
業

6 角田市

600,000

大郷町

○
今回変更申請があった内容については、令和５年度予算編成に
よる事業費の変更のみであり、事業内容について変更がないた
め、承認するものとする。
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